
聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

一

１
．
事
件
の
概
要

本
件
は
、
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
私
立
小
学
校
か
ら
解
雇
さ
れ

た
原
告
が
提
起
し
た
類
似
の
二
つ
の
事
件
を
併
合
審
理
し
た
判
決

で
あ
る
。

第
一
事
件
の
原
告
の
ア
グ
ネ
ス
・
モ
リ
ッ
シ
ー=

ベ
ル 

（A
gnes M

orrissey-B
erru

）
は
、
新
聞
社
広
告
部
勤
務
を
経
て

一
九
九
八
年
に
四
七
歳
で
被
告
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
翌
年
常
勤
教
員
と
な
っ
た
。「
教
員
（T

eacher

）」
と
し

て
、
毎
年
更
新
の
雇
用
契
約
を
被
告
学
校
と
締
結
し
て
い
た
。
最

初
の
一
〇
年
は
第
六
学
年
を
、
そ
の
後
は
第
五
学
年
を
担
当
し
た
。

原
告
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
は
な
か
っ
た
。
被
告
学
校
の
要
請
に

よ
り
宗
教
教
育
担
当
者
養
成
課
程
を
受
講
し
た
が
、
そ
の
課
程
を

修
了
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
〇
歳
に
な
っ
た
二
〇
一
四
年
に

原
告
は
被
告
学
校
か
ら
非
常
勤
へ
の
転
換
を
求
め
ら
れ
、
翌
年
契

約
更
新
を
拒
ま
れ
た
。

第
二
事
件
原
告
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ー
ル
（K

risten B
iel

）

は
、
二
〇
一
三
年
に
被
告
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外

─O
ur L

ady of G
uadalupe S

chool v. M
orrissey-B

erru, 140 S
. C

t. 2049 

（2020

）

─

高
　
　
畑
　
　
英
一
郎

判
例
研
究

）
一
二
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

二

当
し
、「
宗
教
」
科
目
も
担
当
し
た
。
宗
教
を
教
え
る
者
と
し
て

被
告
学
校
か
ら
「
伝
教
者
（catechist

）」
す
な
わ
ち
児
童
・
生

徒
の
信
仰
形
成
に
責
任
を
負
う
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。「
宗
教
」

科
目
の
教
育
は
、
指
定
の
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
行
わ
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
伝
道
で
あ
っ
た
。
両
原
告
は
児
童
・
生
徒
が
校
内
の
宗

教
儀
式
へ
参
加
す
る
手
引
き
を
す
る
と
と
も
に
、
教
室
内
で
祈
禱

を
し
た
。

被
告
学
校
に
よ
る
雇
止
め
に
対
し
て
、
原
告
モ
リ
ッ
シ
ー=

ベ
ル
は
年
齢
差
別
禁
止
法
に
基
づ
き
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
へ
の
申
立
を
経
て

提
訴
し
、
原
告
ビ
ー
ル
は
障
が
い
者
差
別
禁
止
法
に
基
づ
き
、
同

申
立
を
経
て
提
訴
し
た
。
被
告
学
校
は
、
新
規
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
不
適
応
や
勤
務
評
定
に
お
け
る
低
評
価
な
ど
を
雇
止

め
の
理
由
と
す
る
一
方
で
、
聖
職
者
例
外
（m

inisterial 
exception

）
法
理
を
主
張
し
た
（
１
）
。

２
．
争
点

本
件
の
争
点
は
、
第
一
に
宗
教
系
私
立
学
校
で
「
宗
教
」
を
担

当
す
る
教
員
は
、
小
学
校
教
諭
で
あ
っ
て
も
聖
職
者
例
外
法
理
の

適
用
対
象
と
な
る
か
で
あ
り
、
第
二
に
ホ
サ
ナ
判
決
（
２
）
が
聖
職
者
例

同
年
秋
か
ら
第
五
学
年
を
担
当
す
る
常
勤
教
員
と
な
っ
た
。「
教

員
（T

eacher

）」
と
し
て
、
毎
年
更
新
の
雇
用
契
約
を
被
告
学

校
と
締
結
し
た
。
被
告
学
校
に
勤
務
す
る
以
前
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
被
告

学
校
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
同
六
月
に
被
告
学
校
か
ら
九

月
以
降
の
契
約
を
更
新
し
な
い
旨
の
通
告
を
受
け
た
。
上
告
中
に

乳
が
ん
に
よ
り
死
去
し
た
た
め
、
夫
が
訴
訟
を
継
承
し
た
。

第
一
事
件
の
被
告
ア
ワ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
グ
ア
ダ
ル
ー

プ
学
校
（O

ur L
ady of G

uadalupe S
chool

）
と
第
二
事
件
被

告
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
（S

t. Jam
es 

C
atholic S

chool

）
は
、
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
私
立
小
学

校
で
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
認
証
学
校
で
あ
る
。
両
校
と
も
、

そ
の
所
属
す
る
信
者
児
童
の
信
仰
の
発
展
と
深
化
を
使
命
と
し
、

教
員
に
信
仰
と
品
行
の
模
範
と
な
っ
て
児
童
に
奨
励
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
教
員
と
の
雇
用
契
約
に
お
い
て
は
、
校
内
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
共
同
体
を
発
展
促
進
す
る
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
教

員
と
し
て
の
任
務
（
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
・
価
値
観
の
体
現
と
奨

励
）
の
実
践
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
勤
務
を
宗
教
的

基
準
か
ら
評
定
し
て
い
た
。

両
原
告
は
い
ず
れ
も
小
学
校
教
員
と
し
て
す
べ
て
の
科
目
を
担

）
一
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

二

当
し
、「
宗
教
」
科
目
も
担
当
し
た
。
宗
教
を
教
え
る
者
と
し
て

被
告
学
校
か
ら
「
伝
教
者
（catechist

）」
す
な
わ
ち
児
童
・
生

徒
の
信
仰
形
成
に
責
任
を
負
う
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。「
宗
教
」

科
目
の
教
育
は
、
指
定
の
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
行
わ
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
伝
道
で
あ
っ
た
。
両
原
告
は
児
童
・
生
徒
が
校
内
の
宗

教
儀
式
へ
参
加
す
る
手
引
き
を
す
る
と
と
も
に
、
教
室
内
で
祈
禱

を
し
た
。

被
告
学
校
に
よ
る
雇
止
め
に
対
し
て
、
原
告
モ
リ
ッ
シ
ー=

ベ
ル
は
年
齢
差
別
禁
止
法
に
基
づ
き
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
へ
の
申
立
を
経
て

提
訴
し
、
原
告
ビ
ー
ル
は
障
が
い
者
差
別
禁
止
法
に
基
づ
き
、
同

申
立
を
経
て
提
訴
し
た
。
被
告
学
校
は
、
新
規
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
不
適
応
や
勤
務
評
定
に
お
け
る
低
評
価
な
ど
を
雇
止

め
の
理
由
と
す
る
一
方
で
、
聖
職
者
例
外
（m

inisterial 
exception

）
法
理
を
主
張
し
た
（
１
）
。

２
．
争
点

本
件
の
争
点
は
、
第
一
に
宗
教
系
私
立
学
校
で
「
宗
教
」
を
担

当
す
る
教
員
は
、
小
学
校
教
諭
で
あ
っ
て
も
聖
職
者
例
外
法
理
の

適
用
対
象
と
な
る
か
で
あ
り
、
第
二
に
ホ
サ
ナ
判
決
（
２
）
が
聖
職
者
例

同
年
秋
か
ら
第
五
学
年
を
担
当
す
る
常
勤
教
員
と
な
っ
た
。「
教

員
（T

eacher

）」
と
し
て
、
毎
年
更
新
の
雇
用
契
約
を
被
告
学

校
と
締
結
し
た
。
被
告
学
校
に
勤
務
す
る
以
前
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
被
告

学
校
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
同
六
月
に
被
告
学
校
か
ら
九

月
以
降
の
契
約
を
更
新
し
な
い
旨
の
通
告
を
受
け
た
。
上
告
中
に

乳
が
ん
に
よ
り
死
去
し
た
た
め
、
夫
が
訴
訟
を
継
承
し
た
。

第
一
事
件
の
被
告
ア
ワ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
グ
ア
ダ
ル
ー

プ
学
校
（O

ur L
ady of G

uadalupe S
chool

）
と
第
二
事
件
被

告
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
（S

t. Jam
es 

C
atholic S

chool

）
は
、
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
私
立
小
学

校
で
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
認
証
学
校
で
あ
る
。
両
校
と
も
、

そ
の
所
属
す
る
信
者
児
童
の
信
仰
の
発
展
と
深
化
を
使
命
と
し
、

教
員
に
信
仰
と
品
行
の
模
範
と
な
っ
て
児
童
に
奨
励
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
教
員
と
の
雇
用
契
約
に
お
い
て
は
、
校
内
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
共
同
体
を
発
展
促
進
す
る
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
教

員
と
し
て
の
任
務
（
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
・
価
値
観
の
体
現
と
奨

励
）
の
実
践
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
勤
務
を
宗
教
的

基
準
か
ら
評
定
し
て
い
た
。

両
原
告
は
い
ず
れ
も
小
学
校
教
員
と
し
て
す
べ
て
の
科
目
を
担

）
一
二
二
（

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

三

雇
用
問
題
に
裁
判
所
が
関
与
で
き
る
の
か
が
争
点
で
あ
る
。

≪

教
会
自
治
権
・
聖
職
者
選
任
権
と
聖
職
者
例
外
法
理≫

修
正
一
条
は
信
仰
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
決
定
権
を
保
障
す

る
。
こ
の
決
定
権
に
対
す
る
政
府
の
介
入
は
信
教
の
自
由
条
項
と

国
教
樹
立
禁
止
条
項
の
双
方
に
反
す
る
。

信
仰
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
決
定
権
は
教
会
自
治
権
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
。
教
会
自
治
権
は
宗
教
団
体
の
世
俗
法
か
ら
の

全
般
的
免
除
を
意
味
し
な
い
が
、
宗
教
団
体
の
中
核
的
使
命
に
不

可
欠
な
内
部
の
管
理
に
つ
い
て
の
決
定
に
関
す
る
自
治
権
を
保
護

す
る
。
そ
し
て
、
あ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
者
の
選
考
は
こ
の

自
治
権
の
構
成
要
素
で
あ
る
。

聖
職
者
例
外
法
理
は
こ
の
理
解
に
立
脚
す
る
。
こ
の
法
理
の
下
、

宗
教
団
体
で
あ
る
重
要
な
地
位
に
い
る
者
に
つ
い
て
の
雇
用
問
題

に
裁
判
所
は
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
。

教
会
自
治
権
が
宗
教
団
体
の
聖
職
者
を
自
由
に
選
任
す
る
権
利

を
要
請
す
る
の
は
、
こ
の
権
利
が
な
け
れ
ば
、
宗
教
団
体
の
教
義

と
一
致
し
な
い
伝
道
を
聖
職
者
が
す
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
た
め

信
者
ら
を
信
仰
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

だ
。
聖
職
者
例
外
法
理
は
、
宗
教
団
体
に
よ
る
信
仰
教
義
の
保
全

と
い
う
問
題
に
関
わ
る
独
立
の
権
利
を
確
保
す
る
も
の
と
理
解
さ

外
法
理
に
お
い
て
検
討
し
た
、
聖
職
者
認
定
の
四
つ
の
考
慮
要
素

を
維
持
す
べ
き
か
で
あ
る
。
な
お
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
い
う
聖
職
者

認
定
の
た
め
の
四
つ
の
考
慮
要
素
（
３
）
と
は
、
⑴
雇
用
主
が
被
用
者
に

「
聖
職
者
」
の
称
号
を
与
え
て
い
た
か
、
⑵
当
該
称
号
は
対
象
者

が
聖
職
者
養
成
課
程
を
経
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
、
⑶
対
象
者
は

「
聖
職
者
」
で
あ
る
と
の
自
己
認
識
が
あ
っ
た
か
、
⑷
対
象
者
の

職
務
は
宗
教
上
の
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
か
で
あ
る
。

３
．
下
級
審

連
邦
地
方
裁
判
所
は
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
事
実
審
理

を
経
る
こ
と
な
く
聖
職
者
例
外
法
理
を
適
用
し
た
（
４
）
。
こ
れ
に
対
し

て
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
、
上
記
考
慮

要
素
の
う
ち
⑴
か
ら
⑶
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
同
法
理

の
適
用
を
退
け
た
（
５
）
。

４
．
判
旨

ア
リ
ー
ト
判
事
に
よ
る
法
廷
意
見
（
破
棄
差
戻
し
）

本
件
は
、
宗
教
系
私
立
学
校
に
お
い
て
宗
教
を
教
え
る
教
員
の

）
一
二
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

四

な
学
習
訓
練
歴
を
彼
ら
に
求
め
る
こ
と
は
歪
み
を
も
た
ら
す
。
ま

た
、
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
は
宗
教
教
育
の
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る

訓
練
の
程
度
は
異
な
る
か
ら
、
称
号
の
要
素
は
必
須
の
も
の
で
は

な
い
。

重
要
な
の
は
被
用
者
が
何
を
す
る
か
だ
。
ホ
サ
ナ
判
決
が
示
唆

す
る
の
は
、
子
供
に
宗
教
教
育
を
施
す
こ
と
は
宗
教
系
私
立
学
校

の
使
命
の
中
核
に
あ
る
責
務
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
教
育

は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
多
く
の
宗
教
団
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ユ
ダ
ヤ
教
ほ
か
多
く

で
は
、
宗
教
団
体
の
中
心
目
的
と
若
者
へ
の
宗
教
教
育
と
が
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
。

≪

原
告
の
役
割
に
つ
い
て≫

（
役
割
へ
の
注
視
と
い
う
）
こ
の
宗
教
条
項
の
理
解
を
本
件
に

当
て
は
め
る
な
ら
、
双
方
の
原
告
は
聖
職
者
例
外
法
理
に
該
当
す

る
。
原
告
ら
は
重
要
な
宗
教
上
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
し
、
信
仰

教
育
は
当
該
学
校
の
使
命
の
中
核
に
あ
る
も
の
だ
。
宗
教
を
含
む

す
べ
て
の
科
目
を
教
え
る
小
学
校
の
教
員
と
し
て
、
原
告
ら
は
生

徒
に
信
仰
を
教
え
る
責
務
を
直
接
付
託
さ
れ
て
い
た
し
、
生
徒
を

信
仰
の
あ
る
生
活
に
導
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

本
件
原
告
ら
は
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
原
告
が
帯
び
て
い
た
属
性
の

れ
て
き
た
。

連
邦
最
高
裁
は
当
該
法
理
に
関
し
て
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
特

定
の
雇
用
差
別
訴
訟
の
否
定
は
宗
教
条
項
の
要
請
と
理
解
し
た
。

こ
の
法
理
は
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
教
会
自
治
権
に
基
づ
く
も
の
だ

が
、
こ
の
自
治
権
に
関
す
る
判
例
（
６
）
は
聖
職
者
の
選
任
と
監
督
に
直

接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。

≪

 「
聖
職
者
」
該
当
性
審
査
と
ホ
サ
ナ
判
決
考
慮
要
素
の
関
係

性≫

（
宗
教
団
体
内
部
で
の
）
立
場
が
聖
職
者
例
外
法
理
の
適
用
対

象
と
な
る
か
の
判
定
に
お
い
て
、
様
々
な
要
素
が
重
要
と
な
る
。

ホ
サ
ナ
判
決
で
は
当
事
者
の
伝
道
に
お
け
る
役
割
が
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、「
聖
職
者
」
と
い
う
称
号
も
考
慮
要
素
だ
っ
た
。

同
判
決
で
は
聖
職
者
の
称
号
と
そ
の
役
割
に
結
び
つ
き
が
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
称
号
を
重
視
し
た
か
ら
と
い
っ
て
他
の
事
案
で
こ
の

要
素
が
必
須
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
聖
職
者
と
い
う
称
号
へ
の

注
目
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
団
体
の
事
案
に
は
上
手
く
適
合

し
な
い
か
ら
、
称
号
と
役
割
と
の
関
係
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
そ
の
検
討
に
は
、
堅
牢
な
組
織
の
宗
教
団
体
を
組

織
性
の
弱
い
宗
教
団
体
よ
り
も
重
視
す
る
危
険
が
あ
る
。

小
学
校
教
諭
に
相
応
の
専
門
性
は
不
要
な
の
で
、
地
位
に
必
要

）
一
二
七
（
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四

な
学
習
訓
練
歴
を
彼
ら
に
求
め
る
こ
と
は
歪
み
を
も
た
ら
す
。
ま

た
、
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
は
宗
教
教
育
の
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る

訓
練
の
程
度
は
異
な
る
か
ら
、
称
号
の
要
素
は
必
須
の
も
の
で
は

な
い
。

重
要
な
の
は
被
用
者
が
何
を
す
る
か
だ
。
ホ
サ
ナ
判
決
が
示
唆

す
る
の
は
、
子
供
に
宗
教
教
育
を
施
す
こ
と
は
宗
教
系
私
立
学
校

の
使
命
の
中
核
に
あ
る
責
務
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
教
育

は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
多
く
の
宗
教
団
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ユ
ダ
ヤ
教
ほ
か
多
く

で
は
、
宗
教
団
体
の
中
心
目
的
と
若
者
へ
の
宗
教
教
育
と
が
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
。

≪

原
告
の
役
割
に
つ
い
て≫

（
役
割
へ
の
注
視
と
い
う
）
こ
の
宗
教
条
項
の
理
解
を
本
件
に

当
て
は
め
る
な
ら
、
双
方
の
原
告
は
聖
職
者
例
外
法
理
に
該
当
す

る
。
原
告
ら
は
重
要
な
宗
教
上
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
し
、
信
仰

教
育
は
当
該
学
校
の
使
命
の
中
核
に
あ
る
も
の
だ
。
宗
教
を
含
む

す
べ
て
の
科
目
を
教
え
る
小
学
校
の
教
員
と
し
て
、
原
告
ら
は
生

徒
に
信
仰
を
教
え
る
責
務
を
直
接
付
託
さ
れ
て
い
た
し
、
生
徒
を

信
仰
の
あ
る
生
活
に
導
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

本
件
原
告
ら
は
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
原
告
が
帯
び
て
い
た
属
性
の

れ
て
き
た
。

連
邦
最
高
裁
は
当
該
法
理
に
関
し
て
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
特

定
の
雇
用
差
別
訴
訟
の
否
定
は
宗
教
条
項
の
要
請
と
理
解
し
た
。

こ
の
法
理
は
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
教
会
自
治
権
に
基
づ
く
も
の
だ

が
、
こ
の
自
治
権
に
関
す
る
判
例
（
６
）
は
聖
職
者
の
選
任
と
監
督
に
直

接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。

≪

 「
聖
職
者
」
該
当
性
審
査
と
ホ
サ
ナ
判
決
考
慮
要
素
の
関
係

性≫

（
宗
教
団
体
内
部
で
の
）
立
場
が
聖
職
者
例
外
法
理
の
適
用
対

象
と
な
る
か
の
判
定
に
お
い
て
、
様
々
な
要
素
が
重
要
と
な
る
。

ホ
サ
ナ
判
決
で
は
当
事
者
の
伝
道
に
お
け
る
役
割
が
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、「
聖
職
者
」
と
い
う
称
号
も
考
慮
要
素
だ
っ
た
。

同
判
決
で
は
聖
職
者
の
称
号
と
そ
の
役
割
に
結
び
つ
き
が
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
称
号
を
重
視
し
た
か
ら
と
い
っ
て
他
の
事
案
で
こ
の

要
素
が
必
須
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
聖
職
者
と
い
う
称
号
へ
の

注
目
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
団
体
の
事
案
に
は
上
手
く
適
合

し
な
い
か
ら
、
称
号
と
役
割
と
の
関
係
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
そ
の
検
討
に
は
、
堅
牢
な
組
織
の
宗
教
団
体
を
組

織
性
の
弱
い
宗
教
団
体
よ
り
も
重
視
す
る
危
険
が
あ
る
。

小
学
校
教
諭
に
相
応
の
専
門
性
は
不
要
な
の
で
、
地
位
に
必
要

）
一
二
七
（

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

五

条
に
反
す
る
。

ト
ー
マ
ス
判
事
補
足
意
見
（
ゴ
ー
サ
ッ
チ
判
事
同
調
）

あ
る
被
用
者
の
地
位
が
「
聖
職
者
」
で
あ
る
と
の
宗
教
団
体
の

誠
実
な
主
張
に
、
世
俗
裁
判
所
が
従
う
べ
き
こ
と
を
宗
教
条
項
は

要
求
す
る
。
裁
判
官
は
宗
教
団
体
で
あ
る
者
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
完
全
に
理
解
で
き
る
立
場
に
な
い
か
ら
、
こ
の
敬
譲
は
必
要

だ
。
聖
職
者
た
る
要
件
は
本
質
的
に
神
学
的
問
題
で
あ
っ
て
、
法

的
分
析
を
通
じ
て
世
俗
裁
判
所
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

聖
職
者
例
外
法
理
の
適
用
は
信
仰
の
内
容
次
第
な
の
で
、
あ
る
宗

教
団
体
が
「
聖
職
者
が
担
う
」
と
み
る
役
割
は
多
様
に
な
る
に
違

い
な
い
。
少
数
派
宗
教
団
体
へ
の
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
、
そ

し
て
自
ら
の
信
仰
と
宗
教
使
命
を
形
成
す
る
宗
教
団
体
の
権
利
に

対
す
る
侵
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
聖
職
者
の
地
位
に
つ
い
て
の

宗
教
団
体
の
誠
実
な
主
張
に
裁
判
所
は
敬
譲
す
べ
き
だ
。

宗
教
条
項
は
人
事
を
通
し
て
宗
教
団
体
が
信
仰
を
形
成
す
る
権

利
を
保
障
す
る
の
で
、
人
事
に
関
す
る
宗
教
団
体
の
誠
実
な
主
張

を
尊
重
す
べ
き
だ
。
本
件
の
証
拠
か
ら
、
被
告
学
校
の
誠
実
な
主

張
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
俗
人
教
員
と
し
て
原
告
ら
は
聖
職

者
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
学
校
側
の
主
張
は
誠
実
な
も
の
な
の

す
べ
て
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
聖
職
者
の
称
号
は
な
く
宗
教
指

導
者
と
な
る
た
め
の
正
式
な
訓
練
を
大
し
て
受
け
て
い
な
い
が
、

宗
教
を
教
え
る
教
員
と
し
て
担
う
中
核
的
な
責
務
は
ホ
サ
ナ
判
決

原
告
と
本
質
的
に
同
じ
だ
。

≪

「
聖
職
者
」
該
当
性
に
お
け
る
宗
教
団
体
側
主
張
へ
の
敬
譲≫

被
告
学
校
も
、
原
告
ら
は
宗
教
団
体
の
使
命
の
遂
行
に
不
可
欠

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
な
し
て
い
た
。
原
告
ら
の
役
割
に

対
す
る
学
校
側
の
認
識
は
重
要
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
宗
教
団
体

で
あ
る
者
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
完
全
に
理
解
で
き
る
立
場

に
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
対
象
者
の
宗
教
団
体
で
の
役
割
に
関
す

る
宗
教
団
体
の
説
明
は
重
要
な
の
だ
。

≪

ホ
サ
ナ
判
決
四
要
素
に
立
脚
す
る
原
審
へ
の
批
判≫

原
審
は
ホ
サ
ナ
判
決
を
誤
っ
て
理
解
し
、
四
要
素
を
判
断
の
検

討
項
目
と
し
た
。
こ
の
や
り
方
は
「
厳
格
な
公
式
」
を
課
す
も
の

で
は
な
い
と
い
う
最
高
裁
の
警
句
に
反
す
る
。
当
裁
判
所
は
、
あ

ら
ゆ
る
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
「
聖
職
者
」
該
当
性
を
判
定
す
る

よ
う
求
め
る
。

宗
教
系
私
立
学
校
が
教
員
に
生
徒
の
信
仰
形
成
教
育
の
責
務
を

付
託
し
て
い
る
場
合
、
学
校
と
当
該
教
員
と
の
紛
争
に
裁
判
所
が

介
入
す
る
こ
と
は
宗
教
系
私
立
学
校
の
自
治
性
を
脅
か
し
修
正
一

）
一
二
七
（
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六

団
体
で
あ
る
者
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
完
全
に
理
解
で
き
る
立

場
に
な
い
」
と
説
示
す
る
が
、
そ
れ
は
司
法
審
査
の
放
棄
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
雇
用
差
別
が
裁
判
対
象
か
ど
う
か
を
雇
用
者
に
決

定
さ
せ
る
の
で
、
聖
職
者
例
外
法
理
の
濫
用
を
招
く
。
そ
し
て
敵

意
に
基
づ
く
差
別
を
宗
教
団
体
に
許
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は

ホ
サ
ナ
判
決
と
は
合
致
し
な
い
。

法
律
問
題
と
し
て
、
原
告
ら
は
「
聖
職
者
」
で
は
な
い
。
ホ
サ

ナ
判
決
の
四
要
素
に
合
致
し
な
い
か
ら
だ
。
堅
牢
な
組
織
の
宗
教

団
体
に
属
す
る
被
告
学
校
は
原
告
ら
を
「
俗
人
教
員
」
と
す
る
だ

け
で
宗
教
指
導
者
も
し
く
は
聖
職
者
と
対
外
的
に
説
明
せ
ず
、
原

告
ら
は
宗
教
指
導
者
に
な
る
た
め
の
相
応
の
宗
教
的
訓
練
を
受
け

て
お
ら
ず
、
原
告
ら
は
他
の
信
者
に
対
し
て
宗
教
上
の
指
導
的
立

場
に
あ
る
と
の
自
己
認
識
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
教
員
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
も
、「
宗
教
」
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
は
原

告
ら
を
自
動
的
に
聖
職
者
に
転
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。
原
告
ら

の
勤
務
時
間
の
大
半
は
世
俗
科
目
の
教
育
で
あ
っ
た
。
宗
教
教
育

に
費
や
す
時
間
が
わ
ず
か
な
者
を
聖
職
者
と
は
み
な
さ
な
い
。
原

告
ら
は
も
っ
ぱ
ら
世
俗
の
活
動
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
学

校
側
が
宗
教
的
理
由
を
示
し
て
い
な
い
時
に
原
告
ら
か
ら
法
的
保

護
の
す
べ
て
を
奪
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

で
、
連
邦
最
高
裁
が
こ
れ
を
尊
重
し
聖
職
者
例
外
法
理
を
適
用
し

た
こ
と
を
正
当
化
す
る
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
反
対
意
見
（
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
判
事
同
調
）

法
廷
意
見
の
理
解
の
下
で
は
、
原
告
は
わ
ず
か
に
「
宗
教
」
科

目
を
教
え
た
た
め
「
聖
職
者
」
と
み
な
さ
れ
、
法
的
救
済
な
く
い

か
な
る
理
由
で
も
解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
廷
意
見
は
ホ
サ

ナ
判
決
の
法
理
を
「
宗
教
団
体
が
被
用
者
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
単
一
の
基
準
に
変
更
し
た
。

こ
の
単
一
基
準
は
判
例
法
理
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
本
判
決

は
無
数
の
教
師
か
ら
法
的
保
護
を
奪
う
も
の
だ
。

ホ
サ
ナ
判
決
は
聖
職
者
の
認
定
に
お
け
る
「
厳
格
な
公
式
」
の

採
用
を
退
け
た
が
、
四
つ
の
要
素
に
注
目
し
、
宗
教
指
導
者
と
た

だ
教
義
を
伝
え
る
者
と
を
上
手
に
切
り
分
け
た
。
こ
れ
は
政
府
と

宗
教
の
関
わ
り
合
い
の
防
止
と
労
働
者
保
護
規
制
か
ら
の
過
剰
な

免
除
の
回
避
を
調
和
さ
せ
る
も
の
だ
。
本
判
決
は
聖
職
者
例
外
法

理
を
俗
人
教
員
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
ホ
サ
ナ
判
決
を
書
き
換
え

た
。
そ
れ
は
、
役
割
の
重
要
性
を
重
視
し
、
役
割
に
つ
い
て
の
宗

教
団
体
の
説
明
を
尊
重
す
る
も
の
だ
が
、
法
的
分
析
と
自
動
承
認

と
を
交
換
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
法
廷
意
見
は
「
裁
判
官
は
宗
教

）
一
二
七
（
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六

団
体
で
あ
る
者
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
完
全
に
理
解
で
き
る
立

場
に
な
い
」
と
説
示
す
る
が
、
そ
れ
は
司
法
審
査
の
放
棄
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
雇
用
差
別
が
裁
判
対
象
か
ど
う
か
を
雇
用
者
に
決

定
さ
せ
る
の
で
、
聖
職
者
例
外
法
理
の
濫
用
を
招
く
。
そ
し
て
敵

意
に
基
づ
く
差
別
を
宗
教
団
体
に
許
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は

ホ
サ
ナ
判
決
と
は
合
致
し
な
い
。

法
律
問
題
と
し
て
、
原
告
ら
は
「
聖
職
者
」
で
は
な
い
。
ホ
サ

ナ
判
決
の
四
要
素
に
合
致
し
な
い
か
ら
だ
。
堅
牢
な
組
織
の
宗
教

団
体
に
属
す
る
被
告
学
校
は
原
告
ら
を
「
俗
人
教
員
」
と
す
る
だ

け
で
宗
教
指
導
者
も
し
く
は
聖
職
者
と
対
外
的
に
説
明
せ
ず
、
原

告
ら
は
宗
教
指
導
者
に
な
る
た
め
の
相
応
の
宗
教
的
訓
練
を
受
け

て
お
ら
ず
、
原
告
ら
は
他
の
信
者
に
対
し
て
宗
教
上
の
指
導
的
立

場
に
あ
る
と
の
自
己
認
識
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
教
員
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
も
、「
宗
教
」
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
は
原

告
ら
を
自
動
的
に
聖
職
者
に
転
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。
原
告
ら

の
勤
務
時
間
の
大
半
は
世
俗
科
目
の
教
育
で
あ
っ
た
。
宗
教
教
育

に
費
や
す
時
間
が
わ
ず
か
な
者
を
聖
職
者
と
は
み
な
さ
な
い
。
原

告
ら
は
も
っ
ぱ
ら
世
俗
の
活
動
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
学

校
側
が
宗
教
的
理
由
を
示
し
て
い
な
い
時
に
原
告
ら
か
ら
法
的
保

護
の
す
べ
て
を
奪
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

で
、
連
邦
最
高
裁
が
こ
れ
を
尊
重
し
聖
職
者
例
外
法
理
を
適
用
し

た
こ
と
を
正
当
化
す
る
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
反
対
意
見
（
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
判
事
同
調
）

法
廷
意
見
の
理
解
の
下
で
は
、
原
告
は
わ
ず
か
に
「
宗
教
」
科

目
を
教
え
た
た
め
「
聖
職
者
」
と
み
な
さ
れ
、
法
的
救
済
な
く
い

か
な
る
理
由
で
も
解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
廷
意
見
は
ホ
サ

ナ
判
決
の
法
理
を
「
宗
教
団
体
が
被
用
者
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
単
一
の
基
準
に
変
更
し
た
。

こ
の
単
一
基
準
は
判
例
法
理
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
本
判
決

は
無
数
の
教
師
か
ら
法
的
保
護
を
奪
う
も
の
だ
。

ホ
サ
ナ
判
決
は
聖
職
者
の
認
定
に
お
け
る
「
厳
格
な
公
式
」
の

採
用
を
退
け
た
が
、
四
つ
の
要
素
に
注
目
し
、
宗
教
指
導
者
と
た

だ
教
義
を
伝
え
る
者
と
を
上
手
に
切
り
分
け
た
。
こ
れ
は
政
府
と

宗
教
の
関
わ
り
合
い
の
防
止
と
労
働
者
保
護
規
制
か
ら
の
過
剰
な

免
除
の
回
避
を
調
和
さ
せ
る
も
の
だ
。
本
判
決
は
聖
職
者
例
外
法

理
を
俗
人
教
員
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
ホ
サ
ナ
判
決
を
書
き
換
え

た
。
そ
れ
は
、
役
割
の
重
要
性
を
重
視
し
、
役
割
に
つ
い
て
の
宗

教
団
体
の
説
明
を
尊
重
す
る
も
の
だ
が
、
法
的
分
析
と
自
動
承
認

と
を
交
換
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
法
廷
意
見
は
「
裁
判
官
は
宗
教

）
一
二
七
（

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

七

入
に
対
す
る
信
教
の
自
由
の
一
部
と
し
て
、
連
邦
憲
法
の
保
護
が

及
ぶ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
11
）
」。
な
お
、
連
邦
最
高
裁
が
教

会
自
治
権
を
認
め
た
判
決
の
事
案
は
主
に
教
会
分
裂
時
の
教
会
財

産
の
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
、
宗
教
団
体
の
聖
職
者
選
任
権

を
直
接
扱
っ
た
判
決
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
本
判
決
法
廷
意
見
が

念
頭
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
自
治
権
法
理
は
本
案
審
理
に
お
け
る

教
会
指
導
部
（
多
数
派
）
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
敬
譲
（
12
）
を
意

味
し
、
司
法
判
断
適
合
性
（justiciability

）
に
合
致
し
な
い
と

い
う
形
態
の
司
法
不
介
入
を
原
理
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⒝
　
次
に
、
雇
用
に
お
け
る
教
会
自
治
権
と
聖
職
者
例
外
法
理

の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
黒
人
に
対
す
る

事
実
上
の
苛
烈
な
差
別
を
是
正
す
る
た
め
に
一
九
六
四
年
市
民
的

権
利
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
「
人
種
、
肌
の
色
、
宗
教
、

性
別
ま
た
は
出
身
国
」
な
ど
を
理
由
と
す
る
差
別
を
広
く
禁
止
す

る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
の
際
の
選
別
も
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

宗
教
団
体
は
同
一
の
信
仰
を
も
つ
者
の
集
団
で
あ
っ
て
、
そ
の
指

導
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
者
が
異
教
徒
で
あ
る
こ
と
は
お
よ
そ
考

え
難
い
。
さ
ら
に
教
義
や
宗
教
的
伝
統
か
ら
男
女
に
差
異
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
は
女
性
の
司
祭
就

本
判
決
は
重
大
な
結
果
の
前
兆
と
な
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
私
立

学
校
の
教
員
は
法
の
保
護
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
数
は

一
〇
万
人
を
上
回
る
と
推
計
さ
れ
る
。
本
判
決
に
よ
り
雇
用
者
は

雇
用
の
自
由
を
手
に
し
た
。
こ
の
一
方
的
な
結
果
は
不
公
平
で
、

宗
教
団
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
を
不
安
定
な
状
況
に
置
く
。

５
．
検
討

Ａ
．
先
例
と
の
関
係

⒜
　
法
廷
意
見
の
述
べ
る
よ
う
に
、
本
判
決
は
教
会
自
治
権
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
会
自
治
権
（
７
）
と
は
、

教
会
自
ら
が
信
仰
や
教
義
の
確
定
、
聖
職
者
選
任
、
教
会
運
営
な

ど
そ
の
内
部
事
項
に
関
す
る
決
定
を
下
す
権
利
を
指
し
、
修
正
一

条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
８
）
。
判
決
と
い
う
形
態
の
政
府
介
入
が
教

会
の
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
の
を
防
ぐ
意
義
が
あ
る
（
９
）
。
あ
ら
ゆ
る
事

案
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
教
会
の
行
為
や
判
断
が
信
仰

に
基
づ
く
場
合
に
限
り
及
ぶ
（
10
）
。
一
九
五
二
年
の
ケ
ド
ロ
フ
判
決
は

傍
論
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
そ
の
人
事
権
は
教
会
自
治
権

に
包
含
さ
れ
る
こ
と
を
説
示
し
た
。「
聖
職
者
の
自
由
選
任
権
は
、

不
適
切
な
選
任
方
法
に
よ
る
と
の
証
明
が
な
い
限
り
、
政
府
の
介

）
一
二
一
（
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八

の
射
程
範
囲
を
限
定
し
て
信
教
の
自
由
に
対
す
る
中
立
一
般
規
制

の
優
越
を
「
外
的
な
身
体
的
行
為
」
に
限
定
し
、
宗
教
団
体
の
内

部
的
判
断
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
明
記
し
た
（
22
）
。

同
判
決
の
ア
リ
ー
ト
裁
判
官
補
足
意
見
（
ケ
イ
ガ
ン
裁
判
官
同

調
）
は
、「
称
号
」
重
視
の
否
定
と
宗
教
団
体
内
部
で
果
た
す
役

割
へ
の
注
目
、「
信
仰
を
伝
え
る
者
」
を
選
任
す
る
宗
教
団
体
の

権
利
の
尊
重
（
宗
教
団
体
は
信
仰
表
明
団
体
で
あ
り
、
誰
が
伝
教

を
担
当
す
る
の
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
）、
具
体
的

伝
教
の
担
当
者
選
任
権
の
重
視
、
教
会
自
治
権
と
聖
職
者
例
外
法

理
と
の
関
係
の
確
認
と
い
っ
た
点
を
記
し
た
（
23
）
。

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
も
補
足
意
見
を
述
べ
、
宗
教
条
項
に
基
づ
く

聖
職
者
例
外
法
理
の
承
認
を
確
認
し
た
の
ち
に
、
聖
職
者
認
定
は

宗
教
問
題
で
あ
っ
て
裁
判
所
が
聖
職
者
を
定
義
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
（
24
）
。

Ｂ
．
本
判
決
法
廷
意
見
の
特
徴

ア
リ
ー
ト
裁
判
官
執
筆
の
法
廷
意
見
は
、
ま
ず
教
会
自
治
権
と

聖
職
者
例
外
法
理
と
の
直
接
的
関
係
を
再
確
認
し
た
。
法
廷
意
見

は
、
教
会
自
治
権
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
決
は
宗
教
団
体
の
聖

職
者
選
任
権
の
憲
法
上
の
保
護
の
根
拠
と
し
て
は
弱
い
こ
と
を
認

任
を
否
定
す
る
（
13
）
）。
上
記
の
よ
う
に
宗
教
団
体
の
聖
職
者
選
任
権

に
は
憲
法
上
の
保
護
が
及
び
う
る
こ
と
を
連
邦
最
高
裁
が
示
唆
し

て
い
た
た
め
、
連
邦
議
会
は
市
民
的
権
利
法
そ
の
も
の
に
免
除
規

定
を
設
け
（
一
九
六
四
年
市
民
的
権
利
法
第
七
章
（
14
）
な
ど
）、
宗
教

団
体
の
伝
統
に
基
づ
く
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

当
該
免
除
規
定
を
広
く
理
解
し
、
信
仰
上
の
理
由
に
基
づ
く
か
否

か
を
問
わ
ず
、
宗
教
団
体
の
主
張
を
認
め
る
法
理
が
聖
職
者
例
外

法
理
で
あ
り
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
確
立
し
た
（
15
）
。

⒞
　
こ
の
法
理
を
連
邦
最
高
裁
と
し
て
承
認
し
た
の
が
、
上
記

ホ
サ
ナ
判
決
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
バ
ー
ツ
長
官
執
筆
の
全
員
一
致

判
決
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
が
長
ら
く
認
め
て
き
た
教
会
自
治
権

と
当
法
理
と
を
関
連
づ
け
て
修
正
一
条
の
信
教
の
自
由
条
項
と
国

教
樹
立
禁
止
条
項
の
双
方
が
根
拠
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
（
16
）
。
同
判
決
は
、
当
法
理
は
信
仰
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
の

「
聖
職
者
」
の
選
任
権
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
て
（
17
）
、「
聖
職
者
」

該
当
性
を
認
定
す
る
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
上
記
⑴
～
⑷
を
示
し

た
（
18
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
当
該
事
案
に
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
の
警
句
を
述
べ
て
い
る
（
19
）
。
ま

た
、
当
法
理
が
司
法
不
介
入
原
理
で
は
な
く
宗
教
団
体
側
の
抗
弁

と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
こ
と
も
確
認
し
た
上
で
（
20
）
、
ス
ミ
ス
判
決
（
21
）

）
一
二
七
（
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決
は
、
当
法
理
は
信
仰
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
の

「
聖
職
者
」
の
選
任
権
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
て
（
17
）
、「
聖
職
者
」

該
当
性
を
認
定
す
る
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
上
記
⑴
～
⑷
を
示
し

た
（
18
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
当
該
事
案
に
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
の
警
句
を
述
べ
て
い
る
（
19
）
。
ま

た
、
当
法
理
が
司
法
不
介
入
原
理
で
は
な
く
宗
教
団
体
側
の
抗
弁

と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
こ
と
も
確
認
し
た
上
で
（
20
）
、
ス
ミ
ス
判
決
（
21
）

）
一
二
七
（

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

九

を
配
慮
し
た
説
示
と
い
え
よ
う
。

「
役
割
」
に
関
連
し
て
、
そ
の
判
定
に
お
け
る
宗
教
団
体
側
の

理
解
へ
の
敬
譲
を
法
廷
意
見
は
明
記
し
た
。
裁
判
官
が
宗
教
団
体

で
あ
る
者
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
完
全
に
理
解
で
き
る
立
場
に

い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
者
が
「
聖

職
者
」
に
当
た
る
の
か
に
つ
い
て
の
判
断
を
事
実
上
宗
教
団
体
に

委
ね
る
こ
と
に
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
裁
判
所
の
姿
勢
は
「
役
割
」
テ
ス
ト
を
換
骨
奪
胎
し
て
無
意
味

に
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
反
対
意
見
は
こ
の
敬
譲
を
宗

教
団
体
の
判
断
を
「
自
動
承
認
」
す
る
こ
と
だ
と
し
て
批
判
す
る

の
で
あ
る
。「
役
割
」
を
審
査
す
る
こ
と
に
よ
る
「
聖
職
者
」
該

当
性
へ
の
司
法
審
査
の
余
地
を
無
に
帰
す
よ
う
な
当
該
説
示
は
、

宗
教
系
私
立
学
校
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
の
適
用
領
域
を
大
幅
に

限
定
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
法
廷
意
見
は
「
聖
職
者
」
該
当
性
に
お
い
て

「
役
割
」
に
注
視
す
る
こ
と
を
一
般
的
な
判
断
基
準
で
あ
る
よ
う

に
示
す
の
で
あ
る
が
、「
役
割
」
が
同
種
の
事
件
で
普
遍
的
に
決

定
的
な
考
慮
要
素
と
な
る
と
は
み
な
し
て
お
ら
ず
、
係
属
事
案
の

「
あ
ら
ゆ
る
要
素
」
を
検
討
す
る
こ
と
も
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
事

案
ご
と
に
検
討
要
素
を
変
更
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
（
26
）
、
上

め
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
教
会
自
治
権
と
聖
職
者
例
外
法
理
を
架

橋
す
る
先
例
と
し
て
の
ホ
サ
ナ
判
決
の
意
義
を
重
視
し
て
、
そ
の

関
係
を
改
め
て
確
認
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
法
廷
意
見
は
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
自
身
の
補
足
意
見
を
採
用

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
、「
聖
職
者
」
該
当
性
の
認

定
に
お
い
て
「
対
象
者
が
何
を
す
る
の
か
」
に
注
目
し
て
い
る
点

は
特
徴
的
と
い
え
、
こ
れ
は
「
役
割
」
テ
ス
ト
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
25
）
。
本
件
に
お
い
て
は
、
そ
の

「
役
割
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
伝
教
」
を
挙
げ
、
若
年
信

者
へ
の
信
仰
教
育
と
宗
教
団
体
の
使
命
と
の
深
い
関
係
を
認
定
し

た
。
こ
の
認
定
は
信
仰
教
育
を
教
会
の
中
核
的
活
動
の
一
部
と
位

置
づ
け
て
教
会
自
治
権
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、

信
仰
教
育
担
当
者
の
「
役
割
」
と
「
聖
職
者
」
該
当
性
と
を
結
び

つ
け
た
。

他
方
で
、
ホ
サ
ナ
判
決
で
重
視
さ
れ
た
聖
職
者
の
「
称
号
」
に

つ
い
て
は
、
聖
職
者
に
一
定
の
称
号
を
付
与
す
る
宗
教
団
体
（
一

般
に
堅
牢
な
組
織
性
を
備
え
る
こ
と
が
多
い
）
と
そ
の
よ
う
な
称

号
が
な
い
と
こ
ろ
（
堅
牢
性
に
欠
け
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
多

い
）
と
の
間
に
取
扱
い
の
違
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
の
要
素
の
重
視
は
避
け
る
べ
き
と
し
た
。
宗
教
団
体
の
多
様
性

）
一
二
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

一
〇

ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
の
示
す
敬
譲
よ
り
も
司
法
審
査
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
（
だ
か
ら
こ
そ
、

反
対
意
見
は
「
自
動
承
認
」
と
法
廷
意
見
の
敬
譲
を
批
判
す
る
の

で
あ
る
）。

ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
は
ま
た
、
そ
の
判
断
に
対
す
る
敬
譲
の
前

提
と
し
て
宗
教
団
体
が
「
誠
実
な
」
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
を
求

め
、
そ
の
誠
実
性
は
証
拠
に
基
づ
い
て
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

Ｄ
．
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
反
対
意
見
に
つ
い
て

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
裁
判
官
反
対
意
見
は
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
四
要

件
を
堅
持
す
る
こ
と
要
求
し
、「
聖
職
者
」
該
当
性
の
認
定
要
件

を
緩
和
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
宗
教
団
体
側
の
解
雇

の
自
由
が
拡
大
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
、
敵
意
あ
る
解
雇
を

事
実
上
許
容
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

法
廷
意
見
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
判
定
に
お
い
て
「
役
割
」
を
判

断
す
る
際
に
宗
教
団
体
側
の
主
張
に
敬
譲
を
示
す
こ
と
を
批
判
し
、

そ
れ
に
よ
り
差
別
禁
止
法
が
実
質
的
に
無
効
と
な
る
こ
と
を
危
惧

す
る
の
で
あ
る
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
反
対
意
見
は
、
原
審
判
決
と
同
様
に
本
件
で

記
四
要
素
を
軸
に
多
様
な
要
素
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
を
認
定
す

る
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
聖
職
者
」
該
当
性
の
必

要
条
件
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
確
固
た
る
予
見
可
能
性

を
も
た
ら
し
て
い
な
い
点
は
問
題
と
い
え
る
。

Ｃ
．
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
に
つ
い
て

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
主
に
自
身
の
ホ
サ
ナ
判
決

補
足
意
見
を
再
述
す
る
も
の
で
あ
り
、「
聖
職
者
」
該
当
性
認
定

に
お
け
る
宗
教
団
体
の
判
断
へ
の
敬
譲
を
主
張
す
る
。
上
記
の
よ

う
に
法
廷
意
見
も
宗
教
団
体
の
判
断
に
敬
譲
を
示
す
が
、
法
廷
意

見
の
場
合
は
「
聖
職
者
」
該
当
性
を
判
断
す
る
際
に
注
視
す
る

「
役
割
」
の
具
体
的
評
価
に
お
け
る
宗
教
団
体
の
判
断
に
対
し
て

の
も
の
で
あ
る
が
、
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
は
誰
が
「
聖
職
者
」
に

該
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
判
断
に
対
し
て
の
敬
譲

で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
に
つ
い
て

の
宗
教
団
体
の
見
解
を
全
面
的
に
尊
重
す
る
の
に
対
し
て
、
法
廷

意
見
は
そ
の
一
部
に
敬
譲
を
示
そ
う
と
す
る
点
に
違
い
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
役
割
」
の
判
定
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
判
断

の
中
心
で
あ
る
以
上
、
両
者
の
敬
譲
に
実
質
的
差
異
は
あ
ま
り
な

い
よ
う
で
あ
る
（
27
）
。
少
な
く
と
も
、
法
廷
意
見
の
示
す
敬
譲
は

）
一
七
七
（
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足
意
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示
す
敬
譲
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も
司
法
審
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の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
（
だ
か
ら
こ
そ
、

反
対
意
見
は
「
自
動
承
認
」
と
法
廷
意
見
の
敬
譲
を
批
判
す
る
の

で
あ
る
）。

ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
は
ま
た
、
そ
の
判
断
に
対
す
る
敬
譲
の
前

提
と
し
て
宗
教
団
体
が
「
誠
実
な
」
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
を
求

め
、
そ
の
誠
実
性
は
証
拠
に
基
づ
い
て
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

Ｄ
．
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
反
対
意
見
に
つ
い
て

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
裁
判
官
反
対
意
見
は
、
ホ
サ
ナ
判
決
の
四
要

件
を
堅
持
す
る
こ
と
要
求
し
、「
聖
職
者
」
該
当
性
の
認
定
要
件

を
緩
和
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
宗
教
団
体
側
の
解
雇

の
自
由
が
拡
大
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
、
敵
意
あ
る
解
雇
を

事
実
上
許
容
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

法
廷
意
見
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
判
定
に
お
い
て
「
役
割
」
を
判

断
す
る
際
に
宗
教
団
体
側
の
主
張
に
敬
譲
を
示
す
こ
と
を
批
判
し
、

そ
れ
に
よ
り
差
別
禁
止
法
が
実
質
的
に
無
効
と
な
る
こ
と
を
危
惧

す
る
の
で
あ
る
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
反
対
意
見
は
、
原
審
判
決
と
同
様
に
本
件
で

記
四
要
素
を
軸
に
多
様
な
要
素
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
を
認
定
す

る
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
聖
職
者
」
該
当
性
の
必

要
条
件
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
確
固
た
る
予
見
可
能
性

を
も
た
ら
し
て
い
な
い
点
は
問
題
と
い
え
る
。

Ｃ
．
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
に
つ
い
て

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
主
に
自
身
の
ホ
サ
ナ
判
決

補
足
意
見
を
再
述
す
る
も
の
で
あ
り
、「
聖
職
者
」
該
当
性
認
定

に
お
け
る
宗
教
団
体
の
判
断
へ
の
敬
譲
を
主
張
す
る
。
上
記
の
よ

う
に
法
廷
意
見
も
宗
教
団
体
の
判
断
に
敬
譲
を
示
す
が
、
法
廷
意

見
の
場
合
は
「
聖
職
者
」
該
当
性
を
判
断
す
る
際
に
注
視
す
る

「
役
割
」
の
具
体
的
評
価
に
お
け
る
宗
教
団
体
の
判
断
に
対
し
て

の
も
の
で
あ
る
が
、
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
は
誰
が
「
聖
職
者
」
に

該
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
判
断
に
対
し
て
の
敬
譲

で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
補
足
意
見
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
に
つ
い
て

の
宗
教
団
体
の
見
解
を
全
面
的
に
尊
重
す
る
の
に
対
し
て
、
法
廷

意
見
は
そ
の
一
部
に
敬
譲
を
示
そ
う
と
す
る
点
に
違
い
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
役
割
」
の
判
定
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
判
断

の
中
心
で
あ
る
以
上
、
両
者
の
敬
譲
に
実
質
的
差
異
は
あ
ま
り
な

い
よ
う
で
あ
る
（
27
）
。
少
な
く
と
も
、
法
廷
意
見
の
示
す
敬
譲
は

）
一
七
七
（

聖
職
者
例
外
法
理
の
拡
張
と
労
働
者
保
護
規
定
の
適
用
除
外
（
高
畑
）

一
一

次
第
で
は
教
会
自
治
権
が
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
は
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
本
判
決
は
宗
教
団
体
を
厚
遇
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

世
俗
的
利
益
と
の
衝
突
は
様
々
な
場
面
で
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
本
判
決
と
同
じ
開
廷
期
に
連
邦
最
高
裁
は
雇
用
に
お
け
る

同
性
愛
者
差
別
を
市
民
的
権
利
法
の
下
で
禁
止
す
る
判
決
（
29
）
を
下
し

て
い
る
が
、
本
判
決
と
の
抵
触
は
い
ず
れ
顕
在
化
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。
く
わ
え
て
、
ホ
ビ
ー
ロ
ビ
ー
判
決
（
30
）
を
足
掛
か
り
に
、
経
営

者
の
信
仰
心
が
経
営
判
断
に
投
影
さ
れ
て
い
る
組
織
を
「
宗
教
団

体
」
概
念
に
包
含
す
る
ま
で
拡
大
す
る
可
能
性
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
制
約
な
宗
教
団
体
の

厚
遇
が
文
化
戦
争
に
お
け
る
宗
教
批
判
の
過
熱
化
を
も
た
ら
す
と

の
見
解
（
31
）
も
少
な
く
な
く
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
宗
教
側
を
益
す
る

判
決
で
あ
る
の
か
（
32
）
は
今
後
検
討
さ
れ
よ
う
。

本
判
決
の
射
程
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
狭
く
解
す
る
と
し
て

も
、
宗
教
系
私
立
学
校
の
「
宗
教
」
科
目
担
当
教
員
お
よ
び
小
学

校
教
諭
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
適
用
さ
れ

て
き
た
労
働
関
係
の
差
別
禁
止
法
の
保
護
が
弱
体
化
す
る
効
果
が

生
じ
る
。
さ
ら
に
宗
教
団
体
内
で
果
た
す
「
役
割
」
を
聖
職
者
例

外
法
理
適
用
の
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
が
教
員
の
枠
を
越

え
て
拡
大
す
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
本
判
決
は
言
及
し
な
か
っ
た

は
ホ
サ
ナ
判
決
の
四
要
件
の
う
ち
、
⑴
か
ら
⑶
が
欠
け
て
お
り
、

さ
ら
に
「
役
割
」
を
判
断
す
る
に
お
い
て
も
就
業
時
間
内
で
の

「
宗
教
」
教
育
充
当
時
間
に
着
目
す
べ
き
だ
と
し
て
、
本
件
原
告

ら
は
「
聖
職
者
」
に
該
当
す
る
ほ
ど
の
時
間
を
伝
教
に
割
い
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
（
28
）
。

Ｅ
．
本
判
決
の
影
響
と
射
程

本
判
決
の
最
大
の
影
響
は
、
聖
職
者
例
外
法
理
の
対
象
範
囲
を

拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
対
象
を
宗
教
指
導
者
と
の

自
己
認
識
に
あ
る
者
に
限
定
し
な
か
っ
た
点
は
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

裁
判
官
と
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
裁
判
官
が
（
ホ
サ
ナ
判
決
の
全
員
一

致
か
ら
）
離
脱
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
影
響
の
大
き
さ

を
鑑
み
れ
ば
、
一
般
に
判
決
の
影
響
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
「
ミ

ニ
マ
ム
」
な
ロ
バ
ー
ツ
・
コ
ー
ト
の
傾
向
か
ら
逸
れ
る
も
の
と
評

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

宗
教
に
中
立
で
一
般
に
広
く
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
法
・
差
別

禁
止
法
に
対
す
る
教
会
自
治
権
の
優
越
を
再
確
認
し
、
そ
の
優
越

に
何
ら
の
限
定
を
付
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

限
定
的
と
は
い
え
法
的
判
断
の
核
心
部
分
に
お
い
て
宗
教
団
体
の

見
解
を
尊
重
す
る
と
説
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
団
体
の
主
張
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七
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

一
二

S
ch. v. E

E
O

C
, 565 U
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）.

（
3
） 

Id. at 191-192.

（
4
） 

S
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iel v. S
t. Jam

es S
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L
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C

al. Jan. 24, 2017
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orrissey-B

erru v. O
ur L

ady of 
G

uadalupe S
ch., 2017 W

L
 6527336 

（C
.D

. C
al. S

ept. 27, 
2017
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（
5
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S
ee B

iel v. S
t. Jam

es S
ch., 911 F

.3d 603 

（9th C
ir. 

2018

）; M
orrissey-B

erru v. O
ur L

ady of G
uadalupe S

ch., 
769 F

. A
ppx 460 

（9th C
ir. 2019

）.

（
6
） 

本
判
決
は
以
下
の
三
判
決
を
提
示
す
る
。W

atson v. Jones, 
80 U

.S
. 679 

（1872

）; K
edroff v. S

aint N
icholas C

athedral 
of the R

ussian O
rthodox C

hurch, 344 U
.S

. 94 

（1952

）; 
S

erbian E
astern O

rthodox D
iocese for U

nited S
tates and 

C
anada v. M

ilivojevich, 426 U
.S

. 696 

（1976

）.

（
7
） 

ア
メ
リ
カ
の
教
会
自
治
権
に
つ
い
て
の
主
な
邦
語
文
献
と
し

て
、
棚
村
政
行
「
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
法
人
法
制
」
宗
教
法
一
七
号

（
一
九
九
八
年
）
八
一
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
団
体
の

自
律
性
」
宗
教
法
一
八
号
（
一
九
九
九
年
）
九
三
頁
、
田
近
肇

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
け
る
宗
教
団
体
制
度
（
一
）（
二
・
完
）」
法

学
論
叢
一
四
五
巻
五
号
（
一
九
九
九
年
）
五
五
頁
、
一
四
七
巻
五

号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
七
頁
、
木
下
毅
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗

教
団
体
と
そ
の
紛
争
処
理
」
佐
藤
幸
治=

木
下
毅
編
『
現
代
国
家

と
宗
教
団
体
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
九
五
頁
、
金
原
恭
子

「
教
会
内
紛
と
司
法
介
入
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
法
律
協
会
雑

が
、
ホ
サ
ナ
判
決
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
に
お
い
て
「
信
仰
の
体

現
者
」
と
の
べ
た
こ
と
の
潜
在
力
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
（
33
）
。

本
判
決
を
受
け
て
実
務
家
た
ち
は
、
雇
用
契
約
の
締
結
に
際
し

て
「
宗
教
」
科
目
を
担
当
す
る
教
員
に
伝
教
的
「
役
割
」
に
従
事

す
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
聖
職
者
例
外
法
理
の
適
用
が
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
必
要
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
（
34
）
。
ま
た
連
邦
労
働

省
も
、
本
判
決
の
効
果
と
し
て
教
会
運
営
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

教
員
に
聖
職
者
例
外
法
理
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
に

連
邦
最
低
賃
金
規
制
が
及
ば
な
い
こ
と
を
認
め
る
文
書
を
発
し
て

い
る
（
35
）
。

（
1
） 

聖
職
者
例
外
法
理
と
は
、
教
会
自
治
権
を
聖
職
者
に
関
す
る

雇
用
上
の
法
的
紛
争
の
抗
弁
と
す
る
法
理
を
い
う
。
当
法
理
の
適

用
は
宗
教
団
体
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
敬
譲
を
意
味
す
る
こ

と
が
、
本
判
決
で
示
め
さ
れ
た
。
聖
職
者
例
外
法
理
に
つ
い
て
の

主
な
邦
語
文
献
と
し
て
、
福
嶋
敏
明
「『
聖
職
者
例
外
』
法
理
と
ア

メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
（
一
）（
二
・
完
）」
神
戸
学
院
法
学
四
二
巻 

三

･

四
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
六
五
頁
、
四
三
巻
三
号

（
二
〇
一
四
年
）
一
五
三
頁
、
山
口
智
『
信
仰
と
法
規
制
』（
神
戸

市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）
一
四
五
頁
以
下

が
あ
る
。

（
2
） H

osanna-T
abor E

vangelical L
utheran C

hurch and 

）
一
七
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

一
二

S
ch. v. E

E
O

C
, 565 U

.S
. 171 

（2012

）.

（
3
） 

Id. at 191-192.

（
4
） 

S
ee B

iel v. S
t. Jam

es S
ch., 2017 W

L
 5973293 

（C
.D

. 
C

al. Jan. 24, 2017

）; M
orrissey-B

erru v. O
ur L

ady of 
G

uadalupe S
ch., 2017 W

L
 6527336 

（C
.D

. C
al. S

ept. 27, 
2017

）.

（
5
） 

S
ee B

iel v. S
t. Jam

es S
ch., 911 F

.3d 603 

（9th C
ir. 

2018

）; M
orrissey-B

erru v. O
ur L

ady of G
uadalupe S

ch., 
769 F

. A
ppx 460 

（9th C
ir. 2019

）.

（
6
） 

本
判
決
は
以
下
の
三
判
決
を
提
示
す
る
。W

atson v. Jones, 
80 U

.S
. 679 

（1872

）; K
edroff v. S

aint N
icholas C

athedral 
of the R

ussian O
rthodox C

hurch, 344 U
.S

. 94 

（1952

）; 
S

erbian E
astern O

rthodox D
iocese for U

nited S
tates and 

C
anada v. M

ilivojevich, 426 U
.S

. 696 

（1976

）.

（
7
） 

ア
メ
リ
カ
の
教
会
自
治
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に
つ
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て
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文
献
と
し

て
、
棚
村
政
行
「
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カ
の
宗
教
法
人
法
制
」
宗
教
法
一
七
号

（
一
九
九
八
年
）
八
一
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
団
体
の

自
律
性
」
宗
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法
一
八
号
（
一
九
九
九
年
）
九
三
頁
、
田
近
肇

「
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リ
カ
合
衆
国
お
け
る
宗
教
団
体
制
度
（
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）（
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法

学
論
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（
一
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九
九
年
）
五
五
頁
、
一
四
七
巻
五

号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
七
頁
、
木
下
毅
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗

教
団
体
と
そ
の
紛
争
処
理
」
佐
藤
幸
治=

木
下
毅
編
『
現
代
国
家

と
宗
教
団
体
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
九
五
頁
、
金
原
恭
子

「
教
会
内
紛
と
司
法
介
入
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
法
律
協
会
雑

が
、
ホ
サ
ナ
判
決
が
「
聖
職
者
」
該
当
性
に
お
い
て
「
信
仰
の
体

現
者
」
と
の
べ
た
こ
と
の
潜
在
力
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
（
33
）
。

本
判
決
を
受
け
て
実
務
家
た
ち
は
、
雇
用
契
約
の
締
結
に
際
し

て
「
宗
教
」
科
目
を
担
当
す
る
教
員
に
伝
教
的
「
役
割
」
に
従
事

す
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
聖
職
者
例
外
法
理
の
適
用
が
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
必
要
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
（
34
）
。
ま
た
連
邦
労
働

省
も
、
本
判
決
の
効
果
と
し
て
教
会
運
営
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

教
員
に
聖
職
者
例
外
法
理
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
に

連
邦
最
低
賃
金
規
制
が
及
ば
な
い
こ
と
を
認
め
る
文
書
を
発
し
て

い
る
（
35
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（
1
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聖
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者
例
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理
と
は
、
教
会
自
治
権
を
聖
職
者
に
関
す
る

雇
用
上
の
法
的
紛
争
の
抗
弁
と
す
る
法
理
を
い
う
。
当
法
理
の
適

用
は
宗
教
団
体
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
敬
譲
を
意
味
す
る
こ

と
が
、
本
判
決
で
示
め
さ
れ
た
。
聖
職
者
例
外
法
理
に
つ
い
て
の

主
な
邦
語
文
献
と
し
て
、
福
嶋
敏
明
「『
聖
職
者
例
外
』
法
理
と
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リ
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連
邦
最
高
裁
（
一
）（
二
・
完
）」
神
戸
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院
法
学
四
二
巻 

三

･

四
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
六
五
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、
四
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者
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外
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理
の
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張
と
労
働
者
保
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規
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の
適
用
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（
高
畑
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m
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）.

（
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H
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as, J., concurring
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S
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rt, 2019 T
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ea

d
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ases, 134 H
a

r
v. L
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e

v. 460, 465 

（2020

）; Z
achary R

. 
C

arstens, N
ote, T

h
e R
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ce vs. T
h

e R
igh
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D

ie: P
h
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n

-A
ssisted

 S
u

icid
e, C

a
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olic H
osp

ita
ls, 

an
d

 th
e R

isin
g T

h
reat to In
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al F
ree E

xercise in
 

H
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care, 48 P
e

P
P. L
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v. 175, 208 
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uw
e, N

ote, T
h

e F
u

n
ction

a
l A

p
p

roa
ch

 to th
e 

M
in

isteria
l E

xcep
tion

: A
p

p
lyin

g th
e E

xcep
tion

 to 

E
m

ployees W
h

o M
in

ister, 89 U
. C

in. L
. r

e
v. 205, 223-

229 

（2020

）; Jed G
lickstein, N

ote, S
h

ou
ld

 th
e M

in
isterial 

E
xception

 A
pply to F

u
n

ction
s, N

ot P
erson

s?, 122 Y
a

L
e 

L
.J. 1964, 1974-1980 

（2013

）.

「
役
割
」
テ
ス
ト
に
対
し
て
は
、
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の
よ
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「
役
割
」
が
「
聖

職
者
」
該
当
性
を
満
た
す
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（L
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g C
ases, 
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revolution-in-the-jurisprudence-of-the-religion-clauses>.

（
32
） 

近
年
の
宗
教
側
の
勝
訴
判
決
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
信
仰
へ

の
支
持
を
弱
体
化
す
る
と
の
懸
念
を
示
す
も
の
と
し
て
、see 

F
r

a
n

k S
. r

a
v

it
C

H, F
r

e
e

D
o

m ’S e
D

g
e: r

e
L

ig
io

u
S F

r
e

e
D

o
m, 

S
e

x
u

a
L F

r
e

e
D

o
m, a

n
D t

H
e F

u
t

u
r

e o
F a

m
e

r
iC

a 37-38, 47, 
90 

（2016

）.

（
33
） 

教
会
の
広
報
担
当
者
や
音
楽
監
督
を
聖
職
者
と
し
た
事
案
と

し
て
、see A

licea-H
ernandez v. C

ath. B
ishop of C

hi., 320 
F

.3d 698 

（7th C
ir. 2003

）; T
om

ic v. C
ath. D

iocese of 
P

eoria, 442 F
.3d 1036 

（7th C
ir. 2006

）.

　
医
療
従
事
者
を

「
信
仰
の
体
現
者
」
と
み
る
見
解
と
し
て
、see C

arstens, su
pra 

note 25, at 209-211.

（
34
） 

S
ee T

im
othy H

ilton &
 L

arissa W
hittingham

, 
S

C
O

T
U

S
 D

ecision
 Im

p
a

cts D
iscrim

in
a

tion
 C

la
im

s 

A
gain

st R
eligiou

s E
m

ployers, JD
 S

upra, 

（July 21, 2020

）, 
a

va
ila

b
le a

t <w
w

w
.jdsupra.com

/legalnew
s/scotus-

decision-im
pacts-discrim

ination-82075/>.
（
35
） 

S
ee F

L
S

A
 2021-2 

（Jan. 8, 2021

）, available at <w
w

w
.

dol.gov/sites/dolgov/files/W
H

D
/opinion-letters/

F
L

S
A

/2021_01_08_02_F
L

S
A

.pdf>.

M
in

isteria
l E

xcep
tion

: P
rovid

in
g M

in
isters w

ith
 a 

R
em

ed
y for E

m
ploym

en
t D

iscrim
in

ation
 U

n
d

er T
itle 

V
II W

h
ile M

ain
tain

in
g F

irst A
m

en
d

m
en

t P
rotection

s of 

R
eligiou

s F
reed

om
, 81 S

t. J
o

H
n ’S L

. r
e

v. 663, 667 n.14 

（2007
）; L

ead
in

g C
ases, su

pra, at 466-467

）と
い
っ
た
批
判

が
あ
る
。

（
26
） 

S
ee L

ead
in

g C
ases, su

pra note 25, at 468.

（
27
） 

L
ead

in
g C

ases, su
pra note 25, 468-469

は
「
役
割
」
の

「
聖
性
」
に
つ
い
て
の
宗
教
団
体
の
誠
実
な
主
張
へ
の
敬
譲
が
重
要

と
述
べ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
役
割
」
に
つ
い
て
の
理
解
は
両
者

の
違
い
を
埋
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。

（
28
） 

も
っ
と
も
、
ホ
サ
ナ
判
決
法
廷
意
見
自
体
は
「
勤
務
時
間
の

総
量
」
と
「
聖
職
者
」
該
当
性
は
連
関
し
な
い
と
す
る
。

H
osan

n
a-T

abor, 565 U
.S

. at 193-194.

（
29
） B

ostock v. C
layton C

ounty, 140 S
. C

t. 1731 

（2020

）.

（
30
） B

urw
ell v. H

obby L
obby S

tores, Inc., 134 S
. C

t. 2751 

（2014

）.

（
31
） 2019-2020

開
廷
期
の
宗
教
側
勝
訴
判
決
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や

女
性
の
権
利
へ
の
制
約
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、

see L
eslie G

riffin, S
ym

p
osiu

m
: R

eligion
s’ w

in
s a

re 

losses, S
C

O
T

U
S

blog 

（A
ug. 4, 2020

）, available at <w
w

w
.

scotusblog.com
/2020/08/sym

posium
-religions-w

ins-are-
losses>.

　
信
教
の
自
由
条
項
が
平
等
保
護
原
則
の
否
定
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、see H

ow
ard 

）
一
七
七
（


